
30%

44%

6%

20%

会社員 自営業 主婦 その他

87%

13%

男性 女性

52%
48%

本田 金町

0% 11%

30%

38%

21%

30代 40代 50代 60代 70代以上

【大規模地震発生時における消防団の消火活動能力を向上させる方策に 

ついてのアンケート集計結果】 

 

本田・金町消防団の部長以上の階級の方３０３名に調査し、２６４名の回答がありました。 

（回答率８７％） 
 

【質問項目１】回答者に関する質問 

所    属 性    別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年    齢 職    業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料１ 



86%

9% 2% 3%

必要である 必要でない その他 無回答

75%

22%

3%

知っている 知らない 無回答

【質問項目２】時間的、環境的な制約がある中で、震災に対する効率的かつ効果的な訓練方法   

(1) 震災に特化した実践的な訓練について（長距離ﾎｰｽ延長、延焼阻止線の設定、 

長時間放水等 

必要である ２２８ 

必要でない ２４ 

その他 ５ 

無回答 ７ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・狭い路地が多いため長距離ホース延長

訓練が必要である。 

・避難所支援、被災地の救助を強化すべき 

 

(2) 特別区消防団震災時活動マニュアルについて（ｅ-ラーニング内） 

知っている・知らない 

知っている １９９ 

知らない  ５７ 

無回答   ８ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)-２ 前問で知っていると回答された方、マニュアルは、必要、必要でない 

必要 １６８ 

必要でない  １２ 

無回答  １９ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 訓練時間について 

１時間以内 ４６ 

１から２時間 １８９ 

２から４時間 ２３ 

その他   ６ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



86%

10% 2% 2%

必要 必要でない その他 無回答

94%

4% 0% 2%

必要 必要でない その他 無回答

59%
34%

5% 2%

必要 必要でない その他 無回答

(4) 消防署隊・消防部隊と連携した訓練について 必要・必要でない・その他 

必要である ２２８ 

必要でない ２５ 

その他   ５ 

無回答   ６ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・平日の昼時間帯だと参加者が限られて

しまうので、日曜などの訓練日が必要。 

・年１回くらいなら必要。 

・訓練内容による。 

 

(5) 震災対応に係る訓練計画について 必要・必要でない・その他 

必要 ２４９ 

必要でない  １０ 

その他   １ 

無回答   ４ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・訓練内容による。 

 

 

 

 

(6) 指揮要領及び活動要領習得のための消防学校での研修について 

必要・必要でない・その他 

必要 １５６ 

必要でない  ８９ 

その他  １３ 

無回答   ６ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・必要と思うが、行く時間が作れない。 

・全団員でなく、幹部が研修し、各分団で

研修する。 

・管轄署でやりたい。 

・訓練内容による。 

 

 

(7） その他意見 

・守谷洪水、阪神、東日本などの団員の体験談を聞きたい。 

・震災体験者からの体験を元にした訓練が必要。 

・災害出場が減ったので、より実戦的な訓練を行ってほしい。 

・複数回の繰り返し訓練が必要。 

・大規模災害の状況の想定、対策を講じた上での訓練が必要。 

・大規模災害対応について今から少しずつ取り組むべき 



 

 

  

・大規模災害団員との連携訓練が必要。 

・震災に伴う水災対応訓練 

・消防学校での研修の映像を公開してほしい。 

・訓練とは別に危険物乙４などの資格に関わる消防法の知識も身につけたい。 

・東京都と他の地域の活動内容を分ける。東京都は消防署のサポートに徹するべき。 

・操法大会よりも実際に使える訓練が必要。 



17%

66%

11%
3% 3%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

25%

60%

8%
5% 2%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

【質問項目３】デジタル環境を有効活用した総合的な活動能力の維持や向上方策 

 

 

 

 

 

 

(1) 通常の訓練を補完するものとして、タブレット等の活用について 

非常に有効・有効・有効でない・その他  

非常に有効 ４４ 

有効 １７９ 

有効でない  ２８ 

その他   ６ 

無回答   ７ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(2) ｅ-ラーニングシステムなどのデジタルコンテンツ・教材について（基礎学習用

教材等） 非常に有効・有効・有効でない・その他 

非常に有効 ４４ 

有効 １７３ 

有効でない  ２８ 

その他   ８ 

無回答   ８ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ 災害対応疑似体験や各種災害に応じた指揮判断などができるアプリケーション、

ＶＲ（仮想空間）など新たな技術を活用した訓練施設（環境）の導入について 

非常に有効・有効・有効でない・その他 

非常に有効 ６７ 

有効 １５９ 

有効でない  ２０ 

その他  １３ 

無回答   ５ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17%

70%

11% 2%

非常に有効 有効 有効でない その他



33%

59%

5% 1% 2%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

16%

70%

10% 0% 4%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

25%

63%

9% 1% 2%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

【質問項目４】消防団活動への理解や周知度の向上、入団促進及び充足率の維持向上方策 

⑴ 友人・知人等への声掛けによる入団促進について 

非常に有効・有効・有効でない・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に有効 ８６ 

有効 １５７ 

有効でない １４ 

その他   ５ 

無回答   ２ 

 ２６４ 

 

⑵ 専門学校、大学、各種企業等と連携した、合同点検等の見学会や体験入団に 

ついて  

非常に有効・有効・有効でない・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に有効 ４２ 

有効 １８５ 

有効でない ２７ 

その他  １０ 

無回答   ０ 

 ２６４ 

 

⑶ 若い世代に広く周知を図るためのインターネット広告の充実・強化について 

 非常に有効・有効・有効でない・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に有効 ６７ 

有効 １６５ 

有効でない ２３ 

その他   ３ 

無回答   ６ 

 ２６４ 

 

 

 

 

 

 

 



25%

64%

8% 2% 1%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

21%

62%

11%

3% 3%

非常に有効 有効 有効でない その他 無回答

 

⑷ 広く消防団活動の理解を得るための、ＳＮＳ等による情報発信について 

 非常に有効・有効・有効でない・その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に有効 ６６ 

有効 １６８ 

有効でない ２１ 

その他   ５ 

無回答   ４ 

 ２６４ 

 

⑸ 大規模災害団員制度、機能別団員制度の活用について 

 非常に有効・有効・有効でない・その他 

 

 

 

 

 

 

 

【その他】 

・現役団員との関係性が問題 

・定期的に訓練実施するなら有効 

・２つの制度の内容がわからない。 

 

非常に有効 ５５ 

有効 １６４ 

有効でない ２９ 

その他   ８ 

無回答   ８ 

 ２６４ 

 

⑹ 他の方策について 

・市民消火隊との連携。 

・仮入団的な制度があればいい。 

・ポスター等にＱＲコードを貼付し消防団活動を周知 

・消防団活動範囲拡大による一般区民との接点増加 

・地元の学校での防災訓練時に、地域を守る消防団活動の情報を発信していく。 

・入団希望者が気軽に問い合わせ出来る窓口が必要。 

・入団予定者を早期に入団（辞令交付）させて欲しい 

・操法大会のための訓練を減らす。イベント・行事を減らす。 

・操法大会を廃止する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



69%

32%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

１非常用発動発電機（約９１・）

２携帯型油圧救助器具（約１２・）

３その他の資機材

パーセント質問項目

【質問項目５】団員の高齢化に伴い、各種活動面における負担軽減に配慮した 

装備資機材の整備 

⑴ 新たな資機材整備による負担軽減について（必要と思われる装備に〇を付してく

ださい） 

 

 

 

【その他の資機材】 

・ドローン 

・デジタル小電力コミュニティ無線 

・新機材を増やすと置き場やメンテナンスで覚えることが増えて大変になる。軽量

化・コンパクト化が有効。 

・活動面で負担軽減になるのなら、資機材を整備して頂きたいが、現実的に厳しいと

思います。 

・ホース径を細くして欲しい 

・聞いたことはあるが、実際見たことがない資機材あり。 

⑵ 既存資機材の軽量化やコンパクト化による負担低減（軽量化等が必要と思われる

装備に〇を付してください） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他資機材】 

・可搬ポンプ本体 

・車輪を付ける。 

・簡易デジタル無線機 

・チェーンソー 

・ＬＥＤバルーン 

⑶ 削減、統合することにより活動の効率化につながる資機材 

・チェーンソーの電動化 

・充電式電動器具の導入 

・ガソリン不使用カセットボンベの発電機 

・手引きポンプの効率を見直す。 

・災害時にどれだけつながるかは別として、無線機より、スマートフォンが便利で 

ある。 

・大きな災害等経験がないのでわからない。 



 


